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 令和８年４月８日（水）。周布小学校の令和８年度の幕が上がり

ました。新たに６名の教職員を迎えてのスタートです。気持ちも新

たに、全教職員で力を合わせて頑張ります。今年度も周布小学校を

よろしくお願いいたします。 

よろしくお願いします 

令和８年度 周布小学校教職員 

  校  長 大達 高弘    専  科 伊藤 七星 

  教  頭 藤澤 伸治    専  科 藤田 祐友 

  主幹教諭 中永 真進    養護教諭 浜本 杏奈 

  １年１組 尾崎 麻美    事務主任 野上  佳 

  １年２組 佐々木結香    学校用務 前田 広江 

  ２年１組 浜田 葉子    講  師 藪田恵里子 

  ３年１組 原田 万里    講  師 中上留美子 

  ３年２組 鶴原  悠    初任研指導員  濵崎 政寿 

  ４年１組 毛利 和真    にこにこサポート  越山 裕実 

  ５年１組 佐々木規雄    学びのサポーター  樋野不二子 

  ５年２組 山﨑めぐみ    緊急校務支援員   岩永 昭子 

  ６年１組 清水 健介    支 援 員 上野 恭子 

  ６年２組 西村 里央    支 援 員 垰  理沙 

  すくすく 山平 律子    支 援 員  森橋多美江 

にこにこ 竹岡 優菜    支 援 員 和田 隆子 

のびのび 前田 典子    外国語支援 大原 澄枝 

  さんさん 福間 滉子    A L T  ポール メルセドル クスコ 

  専  科 金崎 千種    スクールカウンセラー森田  清 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新しい年度、そして１学期を始める式、それが１学期の始業式で

す。何事においてもそうですが、物事の始まりはとても大切です。

周布小学校の校長として迎える２度目となる１学期の始業式での

挨拶でしたが、何度やっても緊張するものです。ですが、私は「緊

張していい」と自分で思うようにしています。なぜなら、緊張する

のは、この始業式の挨拶をそれだけ大事なものだと考えているか

ら、自分の思いを何とか子どもたちに伝えたいと本気で願ってい

るから…つまり、緊張は本気の表れだと思うからです。 

始業式に臨んだ２～６年生の子どもたちは立派でした。学年が

一つ上がるだけで、こんなにも違うのかと思えるほどの姿でした。

前で話をする私をまっすぐに見つめ、姿勢を正し、真剣に話を聞い

てくれました。頷きながら話を聞いてくれた子ども、私の話に返事

を返してくれた子どももいました。話をしながら、「この子たちと

一緒に、これまで以上にもっと素敵な周布小学校を創りたい。」と、

思いを新たにしました。 

 始業式では、令和８年度の周布小学校の合言葉と、その実現のた

めに大切にしてほしいことを話しました。 

 

★令和８年度 周布小学校の合言葉 

みんなの笑顔があふれる周布小学校 

～○スパーク○フル～ 

 ★大切にしてほしいこと 

 ○挑戦…目標や理想に向かい、失敗を恐れずやってみる 

 ○協働…一人一人のよさを発揮し、同じ目標の達成に向かう 

 ○創造…新しい伝統や文化を生み出したり、創り出したりする 

  

合言葉【みんなの笑顔があふれる周布小学校】の部分は昨年度と

同じです。学校は楽しい場所、幸せな場所であるべきだと考えます。

そして、そういう場所には【笑顔】が溢れているはずなのです。そ

んな学校を今年度も目指します。 

昨年度の合言葉【○スマイル・○フル】は変更することにしました。

私自身、とても気に入っていましたが、今年度の周布小学校を昨年

度以上に素敵な学校にしたい、もっと輝く学校にしたい…そんな

願いから、考え抜いた末に思いついたのが【○スパーク○フル】です。 

スパークには、「火花・活気・魅力」という意味があり、それに

「～に満ちた」という意味をもつ言葉：フルがくっついたものが、

【○スパーク○フル】になり、「活気あふれる」「魅力的な」という意味

の言葉になります。これまで以上に、活気あふれる、魅力的な周布

小学校を創造していくのに、ぴったりな合言葉だと思います。 

また、お気づきの方もいらっしゃるかもしれませんが、「スパー

クフル」の中にある「ス」と「フ」で、「スフ」になります。令和

８年度の周布小学校は、【○スパーク○フル】のスフと覚えていただけ

ると、大変嬉しいです。 

学校は地域のものです。そして、学校は保護者の皆様、地域の皆

様、教職員の支えによって成り立っています。もちろん、学校の主

役は子どもたちであり、その子どもたちの笑顔があふれることが

一番ですが、子どもたちのそばにいる私たち大人も笑顔でいなけ

れば、子どもたちは笑顔にはなれません。笑顔で頑張る私たち大人

の姿を見ることで、子どもたちは元気になり、笑顔になり、夢や希

望をもつことができると思います。子どもも大人も一緒に輝きな

がら、【みんなの笑顔があふれる周布小学校 ～スパークフル～】

を目指して歩んでいきたいと考えます。 

「言うは易く 行うは難し」ですが、２３４名の子どもたち、保

護者の皆様、地域の皆様、教職員で力を合わせれば、きっと出来る

と信じています。理想に向かっての挑戦です。 

 どうぞご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【始業式の際に子どもたちに示した合言葉】 



 

 

 

４月９日（木）、３５名の元気いっぱいの１年生が入学しまし

た。在校生を代表する形で、入学式には６年生が参加して３５名

を迎えました。大きな体育館に、たくさんの人。１年生にとって

は、初めての場所で、多くの人に見られる緊張感は相当なものだ

ったはずです。それでも、３５名の１年生は堂々とした姿で入場

し、元気のいい立派な返事をし、背筋を伸ばした姿勢で、最後ま

でしっかりと入学式をやり遂げました。 

式に参加した６年生も、１年生にとって一生に一度しかない記

念すべき小学校入学という大切な思い出づくりのお手伝いをす

るために、事前の準備から練習、式中の姿勢や拍手、お祝いの言

葉などで、「おめでとう」という気持ちをしっかりと表してくれ

ました。体育館全体がとても温かい雰囲気に包まれた素敵な入学

式になりました。 

 大きな夢と希望をもち、目をキラキラさせながら入学式に臨ん

だ３５名の１年生が、それぞれの個性を輝かせながら、この周布

小学校の虹になってくれることを願っています。 

 

 

                

 

          

 

 

 

入学した３５名の１年生を合わせ周布小学校は全校児童２３４

名になりました。１年生だけではなく、２３４名の子どもたち一人

一人が、自分のもっている個性というかけがえのない色を大切に

しながら、どの色も美しく輝く学校を目指します。 

昇降口の靴から見えるもの
 

 

 

 

 

 

 

上の写真は昇降口の下駄箱の様子です。左側は１年生、右側は６

年生のものです。２枚の写真を見られて、何か感じられることはあ

りませんか。 

周布小学校では、靴のかかとの部分を下駄箱の手前のラインに

揃えるようにしています。よくご覧いただくと、どの下駄箱の靴も、

きちんと揃っているのがおわかりいただけると思います。入学し

て間もない１年生も、入学して６年目になる６年生も、この習慣が

同じように身に付いています。脱いだ靴をきちんと揃えるという

ことは、当たり前と言えば当たり前のことかもしれません。ですが、

この当たり前のことがなかなかできない子どもは意外に多くいま

す。にもかかわらず、１年生も６年生も、この当たり前のことがし

っかりできていました。私はこのことに感動しました。脱いだ靴を

きちんと揃えられるというのは、心が安定している証拠でもある

と思います。 

周布小学校のこの当たり前は、周布小学校のよき文化・伝統と言

ってもいいかもしれません。当たり前の中にある意義や価値を忘

れることなく、その当たり前を当たり前にできる周布小学校のよ

さをしっかりと認め、守り続けていきたいと思います。 

                     

 

 

 

 

上の３枚の写真は、春休みに、全教職員でワークショップをした

時のものです。私は、「いい学校は誰かが創ってくれるものではな

く、そこにいるみんなで創るもの」だと考えています。そこで、毎

年、春休みを利用して、夢や理想を語り合い、お互いの思いや願い

を共有し、理解し合うためのワークショップを行っています。その

中で、「こんな学校・子どもになってほしい」について、夢や理想

を語り合いました。どのようなものが出たのか、保護者や地域の皆

様にもぜひご覧いただければと思います。ご紹介します。 

《こんな学校に…》 

 ○お互いの意見や立場を尊重し合える、認め合える、考える学校 

 ○「明日も行きたい」と思える学校 

 ○笑顔・思いやりがあふれる学校 

 ○子どもも先生も安心して過ごせる学級・学校 

《こんな子どもたちに…》 

 ○挨拶ができる子   

○ありがとう・ごめんねがすぐに言える子 

 ○いろいろなこと（難しいこと・大変なこと）にチャレンジする子 

 ○学校が好きな子     

○思いやりがある子  

○言葉づかいが丁寧な子   

○素直に注意を受け止められる子 

○何事にも一生懸命な子（挨拶・返事・はきものそろえ・そうじ） 

○失敗を恐れずに、何でも挑戦できる子（新しい伝統づくりにも） 

 ○自ら動き、自ら学ぶ子 

 ○自分ってすごいと自信をもって言える子 

 ○自分の「得意なこと」「好きなこと」を突き詰めようとする子   

 ○自走する集団   

○自分たちで考えて動ける子（見て見ぬふりはしない）  

 

夢や理想の実現に向けて全教職員で協働しながら、挑戦し続け、

理想とする学校を創造していきたいと考えます。どうぞ、お力添え

をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（金）集団下校 ※見守り隊・青パト隊顔合わせ式 

７日（木）内科検診（１・３年） 

８日（金）茶っ友隊（中学年） 

１２日（火）プール学習（中学年） 茶っ友隊（高学年） 

１３日（水）委員会⑥ 

１４日（木）読み聞かせ  内科健診（２・６年）  

プール学習（中学年）  ＰＴＡ学年役員会 

１８日（月）心電図検査（１・４・５・６年） 

１９日（火）プール学習（中学年） 茶っ友隊（低学年） 

２１日（木）小学校陸上大会（５・６年生全員参加） 

２５日（月）（小学校陸上競技大会予備日） 

２７日（水）クラブ⑥ 

２８日（木）読み聞かせ 

★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 


